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登録資源

• 紀要論文（学内発行）

• 学術雑誌論文（学外発表）
• 技術報告（学外発表）
• 会議資料（学外発表）
• 図書（学外発表）
• 学位論文（学外・学内発表）

• コレクション（学内・学外）



紀要論文

• 一括登録・公開（図書館）

• 一括許諾（紀要編集委員会）

紀要編集委員会 図書館
・紀要冊子
・PDFファイル
・非公開リスト

・島根大学では、紀要全文データベースが、
既に公開されていたため、この登録システ
ムを流用してリポジトリ登録を行っている。

・公開許諾は、紀要編集委員会との間で
行い、冊子・PDF・非公開リストを図書館
へ提出され図書館で登録を行う。



学外発表論文

• 教員個別登録

• 許諾確認・公開（図書館）

研究者

図書館

出版者



登録の流れ（１:リポジトリ→評価）

教員情報入力画面（初期）

リポジトリ参照画面

リポジトリ参照リンクからリポジトリに登録済の情報を評
価情報登録画面にコピーすることができる。
リポジトリで非公開指定されている資源も対象となる



登録の流れ（2:評価→リポジトリ）

リポジトリでの公開範囲を設定できます。

また、リポジトリに登録を行わない設定
も行えます。

登録しないを選択した場合、リポジトリ登
録画面は、表示されません。

教員情報入力画面（入力後）

教員情報登録後画面

リポジトリ登録画面



登録の流れ（3:リゾルバ→リポジトリ）

リンクリゾルバ画面
ID/パスワード画面

論文検索画面(CiNii)

ShimaneLINKSが設定されているデータ

ベースを利用することで、論文情報をリポ
ジトリへ流用登録することができる。



入力用ツール(職員検索)

職員検索画面

職員番号を設定することで、評価連携を行
うことができます。
作成者欄に入力がある場合検索語となる。

検索結果の氏名リンクをクリックすることで、
リポジトリ画面上にデータがコピーされま
す。



入力用ツール(誌名参照)

誌名参照画面

出版社許諾情報が、
ジャーナルカラーと
共に確認できます。誌名参照リンクからは、A-Zリストのほか

誌名検索により誌名,ISSNをリポジトリ画
面にコピーすることができます。



管理用ツール(登録状況)

重複資源確認画面

リポジトリ管理画面 電子メール

登録PDF確認



管理用ツール(許諾確認)

リポジトリ管理画面

誌名管理画面

誌名詳細画面

出版社ホームペー
ジ RoMEO検索結果画面

電子ジャーナル管理画面



登録促進のために

• 登録の効率化
– 業績連携，リンクリゾルバ連携，入力ツール

• サーチエンジン
– Google，Yahoo

• 学術論文検索システム
– CiNii， SeachSolver，Google Scholar

• 学術コミュニティ形成支援
– 業績集生成，コレクションのIR化



コレクションDB

・研究素材を電子化公開することで研究・教育素材の提供
・IRで情報参照の保証



遺跡資料リポジトリ
島根県遺跡リポジトリ

遺跡資料リポジトリネットワーク

各県の地域リポジトリが
相互に連携
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県

市町村

県
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岡山県遺跡リポジトリ広島県遺跡リポジトリ山口県遺跡リポジトリ



遺跡リポジトリシステム構成

基本リポジトリシステム（d-space）

遺跡DB連携API

データ連係

遺跡
データベース
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ご清聴ありがとうございました。
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